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τIDS paper described也巴 smokingbehavior of college s旬dents.τ'h巴 aimswer巴 tos巴arch社lebe-
ha司rioralmodification of smoking and to explain psychological and environmental factors affecting 
it. The participants were 323 college students， and a questionnaire-based design was applied. Results 
W巴reas follows: attitude toward smoking， the smoking of企iendsand the sensitivity of denial influ-
enced仕1巴 behaviorof smoking.τ'h巴refore，these五ndingsindicated that college students had a ten-
dency to smoke if many of their企iendssmoked. Attitude toward smoking affected smoking， but 
many participants regarded smoking as harm釦1but they began to smoke because they wer巴S仕ess-
ful. 


















Model; TTM) に基づいた禁煙サポートのあり方が研究されている(中村， 1998) 0 TTMは、





実行することが可能となるという(岡， 2003) 。増居ら(1998) による TTM.~こ基づく禁煙プ
ログラムの開発など、行動科学の理論による介入プログラムにおける研究は盛んに行われてい
るといえる。
また、逆戻り予防モデル (RelapsePrevention Model ; RPM)に基づく禁煙サポートも提
供されている。これは禁煙や飲酒の節制などの健康行動を習慣化する際に挫折する過程を理解
するために、 Marlatt& Gorden (1985)によって提唱されたものであり、健康行動を始めた
人がドロップアウトしないための介入方法を探るのに有効で、あると考えられる。
このように、喫煙者に対する介入方法や禁煙をサポートする方法が開発されるようになった。










(Wetter， Kenford， Smith， Fouladi， Fiore & Baker， 2004)。
Gilbert， Sharpe， Ramanaiah， Detwiler & Anderson (2000)は、喫煙の動機について尋









れている o Kim (2001)は、中学生・高校生の健康行動に影響を与える心理学的要因について
調査し、ヘルス・ローカス・オプ・コントロール (HealthLocus of Control ; HLC)、自尊心
およびセルフエフイカシーカ宮対象者の喫煙行動に影響していることを示した。また、 Whalen，
]amner， Renker & Delfino (2001)によると、抑うつ・怒り・不安・倦怠感などの気分が喫
煙行動と関連しているという。また、 Wil1iams，Cox， Hedberg & Deci (2000)は自己決定
理論 (Self-determinationTheory : SDT) に基づいた研究を行い、名声を得ること・経済的
な成功など外因性の目標を持つものほど喫煙行動にいたる傾向が強いことを示した。このよう
な内的要因ばかりではなく、家の経済状況、 l両親の影響、友達の影響など、多くの外的要因も









Stern， Prochaska， Velicer & Elder (1987)は、思春期における喫煙行動開始についての
ステージモデルを作成し、その行動変容を「前熟考期」、「熟考期J、「決定期」の3段階に分類




ど、多くの外的要因も青年の喫煙行動に影響を与えている (Carvaja1et al， 2004) 0 Forchuk 




Velicer， Prockhorov & Smith (1998)は、喫煙行動開始の決定の際に影響を与える態度につ
いて尋ねる DecisionBa1ance Sca1e (DBS)の改訂版を作成した。この尺度は、喫煙を肯定す
る態度 (Pros) と否定する態度 (Cons)の2つの下位尺度から構成されており、この2つのバ
ランスが喫煙行動を決定するとしたものである。










Williams， Minicucci， Kouides， Levesque， Chirkov， Ryan & Deci (2002)は、自己決定
理論 (Self-determinationTheory : SDT)を健康行動に応用した研究を行っている。自己決
定理論とは、ある決まった過程における動機となる部分に詳細に注目したものであり、特に自
律的な概念に焦点を当てたものである (Ryan& Deci， 2000)。特に、自己決定過程における
自律的な統制と外苦防、らのコントローJレとを明確に区別する。ここでいう自律的な統制とは自
らの行動を自分の意志で決定しようとすることを指し、外部からのコントロールとは他者から













































































































項目 人数 (%) 
'性別 男性 288 (89.2) 
女性 33 (10.2) 
不明 2 (0.6) 
居住 自宅 219 て67.8).
下宿 89 (27.6) 
その他 5 (1.5) 
不明 10 (3.1) 
項目 平均 (SD) 









































































































































































(Forchuk et al， 2002)。一方、喫煙を肯定的にとらえる態度の中でも、「喫煙はイライラを落
ち着けてくれると思うJ、「タバコを吸うのはあなたをリラックスさせる」などの項目では回答
にばらつきが見られたこと、あるいは自由記述においてストレスを感じたことが喫煙開始のきっ
















































ることが示されている (Forchuket al， 2002; Carvajal et al， 2004)。さらに、喫煙の動機
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